


　

今
年
も
台
風
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
防
災
対
策
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

人
命
は
も
と
よ
り
、
家
屋
や
農
作
物
な

ど
に
も
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す
台
風
に

は
、十
分
な
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
が
来
る
前
に

《
避
難
場
所
・
危
険
箇
所
の
確
認
》

　

お
住
ま
い
の
場
所
が
、
土
砂
災
害
の

危
険
箇
所
で
な
い
か
確
認
し
、
最
寄
り

の
避
難
場
所
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
危
険

が
な
い
避
難
経
路
を
家
族
で
話
し
合

い
、
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
》

　

電
灯
・
ラ
ジ
オ
・
食
料
な
ど
の
非
常

持
ち
出
し
品
と
、
非
常
時
の
連
絡
手
段

に
な
る
携
帯
電
話
の
充
電
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

《
側
溝
や
雨
ど
い
な
ど
の
点
検
》

　

側
溝
や
雨
ど
い
な
ど
に
詰
ま
り
が
あ

る
と
、
少
し
の
雨
で
も
あ
ふ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
泥
や
落
ち
葉
が
詰
ま
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
掃
除
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
台
風
が
接
近
し
て
か

ら
の
屋
外
作
業
は
危
険
で
す
の
で
、
補

強
な
ど
を
す
る
場
合
は
、
早
め
に
済
ま

せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
が
接
近
し
た
ら

《
外
出
は
避
け
る
》

　

外
は
強
風
や
大
雨
で
大
変
危
険
で

す
。
外
出
は
な
る
べ
く
避
け
ま
し
ょ
う
。

周
囲
の
見
回
り
な
ど
が
必
要
で
、
や
む

を
得
ず
外
出
す
る
場
合
に
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や
厚
手
の
帽
子
で
し
っ
か
り
頭

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

《
避
難
す
る
際
は
要
配
慮
者
を
支
え
て
》

　

避
難
指
示
が
あ
っ
た
ら
、
火
の
始
末

と
戸
締
り
を
し
、
誘
導
者
の
指
示
に

従
っ
て
、
集
団
で
落
ち
着
い
て
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
特
に
病
人
、
乳
幼
児
、
高

齢
者
な
ど
が
い
る
場
合
に
は
、
自
主
的

に
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

避
難
の
際
は
、
ひ
も
で
し
め
ら
れ
る
運

動
靴
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
な
る
べ
く
着
用

し
、
断
線
や
側
溝
な
ど
に
注
意
し
て
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

《
防
災
行
政
無
線
》

　

防
災
行
政
無
線
は
、
警
報
発
令
な
ど

の
気
象
情
報
や
災
害
警
戒
情
報
の
お
知

ら
せ
を
行
い
ま
す
。
避
難
勧
告
な
ど
の

防
災
上
重
要
な
放
送
の
場
合
、

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課
防
災
消
防
係

　

℡
２
２-

１
１
１
１
内
線
２
０
８

【 市内緊急避難場所】

避難場所 行政区
1 市民体育館 鴨女町

2 老人福祉センター 松畠

3 保健センターすこやか 榕城中目

4 上西区長事務所 大花里

5 下西校区公民館 川迎

6 国上中央公民館 国上中目

７ 伊関本村公民館 伊関

８ 安納小学校 大平

９ 現和区長事務所 現和下之町

10 安城下之町公民館 安城下之町

11 立山公民館 立山

12 古田中央公民館 村之町

13 生姜山公民館 生姜山

14 住吉中央公民館 住吉中之町
※上記避難場所は、災害状況等によって変更

となる場合があります。災害時には防災行政

無線等で再度ご確認ください。

【 避難に関する情報の違い】

情報の種類 発令時の状況 住民に求める行動

自主避難 ・災害の危険が迫っていると自ら判断した場合
・市の指定避難所に自主的に避難される場合は、あらかじめ市役所（総務課、
福祉事務所）℡ 22-1111 にご連絡ください。
・避難中の食事や生活必需品は、各自で準備してください。

避難準備
情報 ・災害による人的被害の発生する可能性が高まった状況

・お年寄り、子ども、障害のある人、病気の人など避難に時間を要する方は、
計画された避難場所への避難を開始する。
・避難支援者は支援活動を開始する。

避難勧告
・通常の避難行動ができる者が避難行動を開始しなけれ
ばならない段階であり、人的被害の発生する可能性が明
らかに高まった状況

・通常の避難行動ができるものは、計画された避難場所等への避難行動を
開始する。

避難指示

・前兆現象の発生や、現在の切迫した状況から、人的被
害の発生する危険性が非常に高いと判断された状況
・堤防の隣接地等、地域の特性等から人的被害の発生す
る危険性が非常に高いと判断された状況
・人的被害の発生した状況

・避難勧告等の発令後で避難中の住民は、確実な避難行動を直ちに完了す
る。
・未だ避難していない対象住民は、直ちに避難行動に移るとともに、その
いとまがない場合は生命を守る最低限の行動をとること。

Facebook 始めました！
防災　種子島にしのおもて 検索

防災関連情報を提供しています。



　

種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
振
興
会
で
は
、

ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
団
体
・

個
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
夏
の
思
い
出
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か
？

　

参
加
希
望
者
は
、
申
込
書
（
市
役
所

経
済
観
光
課
備
付
ま
た
は
市
役
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）
に
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、

に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

第 47回種子島鉄砲まつり
イベント参加者募集！

■提出・問い合わせ先
　種子島鉄砲まつり振興会事務局
    （西之表市経済観光課内）
　℡ 22‐1111 内線 272・273
　FAX  22‐0295
　　 kankou@city.nishinoomote.lg.jp

第
47
回
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り　

８
月
21
日
（
日
）
開
催

●　

墓
前
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
８
時
20
分
〜
８
時
50
分
）

●　

太
鼓
山
行
列
、
南
蛮
行
列　
　
　
　

  （
10
時
00
分
〜
14
時
30
分
）

●　

港
ま
つ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
12
時
30
分
〜
13
時
00
分
）

●　

団
体
手
踊
り
の
部　
　
　
　
　
　
　

  （
15
時
00
分
〜
17
時
00
分
）

●　

演
芸
大
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
18
時
00
分
〜
21
時
00
分
）

●　

花
火
大
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
21
時
00
分
〜
21
時
20
分
）

【
募
集
す
る
事
項
】　

※
各
イ
ベ
ン
ト
は
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

①
湾
内
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
・
・
・「
漁
船
体
験
乗
船
申
込
書
」

②
南
蛮
行
列　

・
・
・
・
・
・「
南
蛮
行
列
参
加
申
込
書
」

③
宣
伝
パ
レ
ー
ド
・
・
・
・
・「
宣
伝
パ
レ
ー
ド
申
込
書
」

④
団
体
手
踊
り　

・
・
・
・
・「
団
体
手
踊
り
参
加
申
込
書
」

⑤
演
芸
大
会　
　

・
・
・
・
・「
演
芸
大
会
参
加
申
込
書
」

⑥
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
花
火
・
・
・「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
花
火
申
込
書
」

　

※
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
花
火
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

　
　

３
０
０
０
円
・
５
０
０
０
円
・
１
０
０
０
０
円
の
３
タ
イ
プ

　

よ
り
お
選
び
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
８
月
21
日
（
日
）　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

【
内
容
】
第
47
回
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
太
鼓
山
行
列
の
担
ぎ
手

【
対
象
】
満
18
歳
以
上
の
男
性
【
申
込
締
切
】
８
月
12
日
（
金
）

※
ハ
ッ
ピ
は
貸
出
し
ま
す
。（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。）

※
足
袋
代
２
０
０
０
円
を
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

西
町
青
壮
年
（
仁
禮
）
℡
２
２
‐
０
０
２
３



《
学
生
用
保
険
証
の
更
新
》

　

学
生
用
保
険
証
（ 

学 

表
示
）
の
更
新
は
、

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。
対
象
者
の
世
帯

主
へ
６
月
中
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
加
入
者
が
減
っ
た
場
合
》

　

職
場
の
健
康
保
険
（
社
会
保
険
）
に
加

入
し
た
人
や
転
出
し
た
人
の
保
険
証
が
交

付
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
、
保
険

税
が
二
重
払
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
国
保

の
資
格
喪
失
の
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
届
け
出
に
必
要
な
も
の
】

・
新
し
く
加
入
し
た
職
場
の
保
険
証

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

※
75
歳
到
達
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
へ
移
行
し
た
場
合
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

《
加
入
者
が
増
え
た
場
合
》

　

社
会
保
険
を
や
め
た
人
や
転
入
し
た
人

の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
て
い
な
い
と
、
保

険
診
療
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
国
保
の
資

格
取
得
の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
届
け
出
に
必
要
な
も
の
】

・
社
会
保
険
を
や
め
た
証
明
書

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係

　

℡
２
２-

１
１
１
１ 
内
線
３
１
１
・
３
１
２

　

現
在
、「
国
民
健
康
保
険
」
及
び
「
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
」
加
入
者
の
皆
様
の
お

手
元
に
あ
る
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
は
、

有
効
期
限
が
平
成
28
年
7
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
新
し
い
保
険
証
を

７
月
下
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
記

載
内
容
（
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
な
ど
）

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
（
加
入
者
１
人
に
1
枚

ず
つ
の
カ
ー
ド
型
）
が
届
き
ま
し
た
ら
、

全
て
台
紙
か
ら
は
が
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

期
限
切
れ
の
保
険
証
の

回
収
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
の
皆
様
へ

被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
更
新
を
行
い
ま
す

※
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
は
、
世
帯
内

の
加
入
者
分
を
世
帯
主
へ
ま
と
め
て
郵
送

し
ま
す
。
世
帯
全
員
分
が
届
い
て
い
る
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

７
月
31
日
で
有
効
期
限
が
終
了
す
る
保

険
証
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
、
市
役
所
健
康
保
険
課

窓
口
お
よ
び
市
内
の
医
療
機
関
等
に
設
置

し
て
い
る
回
収
箱
の
い
ず
れ
か
に
返
却
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
ま
た
は
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、場
合
に
よ
っ

て
は
有
効
期
限
が
短
い
保
険
証
や
資
格
証

明
書
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
付
期
限
を
守
り
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

保
険
証
の
交
付
方
法
に
つ
い
て

保
険
税
・
保
険
料
の
納
入
は

お
早
め
に

手
続
き
が
必
要
で
す

そ
の
他
の
受
け
取
り
に
つ
い
て

　

次
の
場
合
の
受
け
取
り
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
７
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
、
市
役

所
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
所
定
の
様
式
に
よ
る
加
入

者
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
等
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。

・
送
付
先
を
住
所
地
以
外
に
希
望
す
る
場
合

・
市
役
所
窓
口
で
受
取
を
希
望
す
る
場
合

い
ま
す

日
産
自
動
車
株
式
会
社
か
ら

「
電
気
自
動
車
」
無
償
貸
与

　

日
産
自
動
車
株
式
会
社
か
ら
、
電
気
自

動
車
「
ｅ
‐
Ｎ
Ｖ
２
０
０
」
が
無
償
貸
与

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
Ｅ
Ｖ
を
も
っ
と

身
近
に
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
電
気
自
動
車

活
用
事
例
創
発
事
業
」
に
よ
る
も
の
。

　

今
後
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
公
用
車
と

し
て
利
用
さ
れ
、
ま
た
災
害
発
生
時
等
に

は
、
蓄
電
池
と
し
て
も
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
行
政
経
営
課
企
画
政
策
係

　

℡
２
２-

１
１
１
１
内
線
２
１
３



■申込・問い合わせ先
　西之表市西之表 7612 番地
　市役所総務課人事係　℡ 22‐1111 内線 204
　http://www.city.nishinoomote.lg.jp/

１　試験区分、採用予定人員、職務内容、受験資格
試験区分 採用予定人員 職務内容 受　験　資　格

一般行政職

上級（大卒）

2名程度
一般事務に
従事します。

　昭和 61年 4月 2日以降に生まれた者で高校以上を卒業又は
平成 29 年 3月 31 日までに卒業見込みの者

中級（短卒）

初級（高卒）

土木技術職

上級（大卒）

1名程度
土木技術の業務に
従事します。

　昭和 56年 4月 2日以降に生まれた者で高校以上の学校の土
木課程又は各種専門学校の土木課程を卒業又は平成 29 年 3月
31 日までに卒業見込みの者

中級（短卒）

初級（高卒）

農業技術職

上級（大卒）

1名程度
農業技術の業務に
従事します。

　昭和 56年 4月 2日以降に生まれた者で高校以上の学校の農
業専門課程を卒業又は平成 29 年 3 月 31 日までに卒業見込み
の者

中級（短卒）

初級（高卒）

保健師職
上級（大卒）

1名程度
保健師の業務に従
事します。

　昭和 56年 4月 2日以降に生まれた者で保健師助産師看護師
法第 7条第 1項に規定する保健師の免許を有する者又は平成
29 年 3月 31 日までに同免許を習得見込みの者中級（短卒）

之表市職員採用試験
について西

２　

試
験
日
及
び
内
容

（1）
第
１
次
試
験　

９
月
18
日
（
日
）

　

教
養
試
験
・
各
種
適
性
検
査
・
専
門

試
験

※
専
門
試
験
は
土
木
技
術
職
・
農
業
技

術
職
・
保
健
師
職
が
対
象

（2）
第
２
次
試
験　

10
月
下
旬
予
定

　

作
文
試
験
・
人
物
試
験
・
個
別
状
況

確
認

３　

試
験
の
程
度

【
共
通
試
験
】

○
教
養
試
験

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
卒
業

の
程
度
、
短
期
大
学
卒
業
の
程
度
及
び

高
等
学
校
卒
業
の
程
度
と
す
る
。

【
専
門
試
験
】

○
土
木
技
術
職

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
・
高

専
卒
業
の
程
度
及
び
高
等
学
校
卒
業
の

程
度
と
す
る
。

○
農
業
技
術
職

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
卒
業

の
程
度
、
短
期
大
学
卒
業
の
程
度
及
び

高
等
学
校
卒
業
の
程
度
と
す
る
。

○
保
健
師
職

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
・
短

期
大
学
卒
業
の
程
度
と
す
る
。

４　

受
験
手
続

（1）
受
験
申
込
書
請
求
先

　

受
験
申
込
書
は
、
西
之
表
市
役
所

総
務
課
人
事
係
備
付
ま
た
は
西
之
表
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
郵
便
で
請
求
す
る
と
き
は
、

封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
書
請
求
」
と

朱
書
し
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明

記
の
返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
12
㎝
×

２
３
．
５
㎝
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

（2）
申
込
方
法　

郵
送
ま
た
は
直
接
持
参

※
受
験
票
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

本
人
が
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（3）
申
込
受
付
期
間

　

７
月
４
日
（
月
）
〜
８
月
３
日
（
水
）

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
。）

【
受
付
時
間
】
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
た
だ
し
、
郵
送
申
し
込
み
の
場
合
は
、

８
月
３
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に

限
り
受
け
付
け
ま
す
。

（4）
提
出
書
類　

受
験
申
込
書
兼
受
験
票

※
自
筆
記
入
、
写
真
貼
付
（
２
ヶ
所
）

（5）
そ
の
他

　

記
載
内
容
等
に
不
備
が
あ
る
場
合
、

申
し
込
み
を
受
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
事
項
を
よ
く
読

ん
で
、
丁
寧
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
然
災
害
等
に
よ
り
試
験
の
延
期
、

中
止
等
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
お

よ
び
そ
の
よ
う
な
事
態
が
予
想
さ
れ
る

場
合
は
、
西
之
表
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

随
時
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。



平
成
28
年
度
警
察
官
Ｂ

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

採
用
試
験
に
つ
い
て

【
採
用
区
分
】

　

警
察
官
Ｂ（
男
性
）、（
女
性
）、（
武
道
）

【
受
験
資
格
】

（
年
齢
）
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
11
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
者

（
学
歴
）
高
等
学
校
卒
業
程
度

※
大
卒
既
卒
者
ま
た
は
平
成
29
年
３
月

末
で
卒
業
見
込
み
の
方
は
対
象
外

※
警
察
官
Ｂ
（
武
道
）
は
右
記
に
該
当

す
る
男
性
で
、
柔
道
ま
た
は
剣
道
が
２

段
以
上
。
た
だ
し
、
柔
道
の
卒
業
見
込

み
の
者
は
初
段
で
可
。

【
採
用
試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
】

　

鹿
児
島
県
警
察
本
部
ま
た
は
県
内
各

警
察
署
ほ
か
（
７
月
１
日
か
ら
）

【
受
験
申
込
受
付
期
間
】

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

８
月
３
日
（
水
）
〜
17
日
（
水
）

（
持
参
・
郵
送
）

　

８
月
３
日
（
水
）
〜
19
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

　

℡
０
９
９-

２
０
６-

２
２
２
０（
直
通
）

平成 28年度
自衛官候補生等の募集のお知らせ

■問い合わせ先
　自衛隊鹿児島地方協力本部
　種子島駐在員事務所　℡ 23‐0299

募集種目 受付期間 試験日程 試験科目

航空学生

8月１日（月）
～ 9月 8日（木）

１次試験：9月２２日（木）

２次試験：１次試験合格者のみ通知

国語・数学・英語・理科系または社会系から
１科目選択・飛行適正検査
口述試験・身体検査・適正検査

一般曹候補生 １次試験：9月１７日（土）
２次試験：１次試験合格者のみ通知

国語・数学・英語・作文・適正検査
口述試験・身体検査

自衛官候補生
（男子）

身体検査・口述試験：９月１６日（金）
筆記試験・適正検査：９月１７日（土） 国語・数学・社会・作文

自衛官候補生
（女子）

身体検査・口述試験：９月２３日（金）
筆記試験・適正検査：９月２４日（土） 国語・数学・社会・作文

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

　

日
本
遺
族
会
で
は
「
戦
没
者
遺
児
に

よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補

助
を
受
け
実
施
す
る
も
の
で
、
先
の
大

戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児

が
対
象
で
す
。

　

父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
た

り
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同

地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

【
費
用
】
10
万
円
（
参
加
費
と
し
て
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
県
遺
族

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
遺
族
会

　

℡
０
９
９-

８
１
２-

８
２
９
２

熊
本
地
震
災
害
義
援
金
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

　

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
の
支

援
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
か
ら
多
く

の
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
義
援
金
箱
の
設
置
は
、
５
月
31

日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。）

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
義
援
金

２
９
４
，
１
３
９
円
は
、
１
日
も
早
い

被
災
地
の
生
活
再
建
の
た
め
、
日
本
赤

十
字
社
鹿
児
島
県
支
部
を
通
じ
て
送
金

い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
様
の
あ
た
た
か
い
お
気
持
ち
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

西
之
表
市
支
援
本
部（
市
役
所
総
務
課
内
）

　

℡
２
２-

１
１
１
１
内
線
２
０
５



甲
種
防
火
管
理
者
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

【
講
習
期
間
】
２
日
間

　

８
月
20
日
（
土
）
10
時
〜
17
時

　

８
月
21
日
（
日
）
10
時
〜
15
時

※
受
付
９
時
30
分
か
ら
（
両
日
）

【
講
習
会
場
】
種
子
島
こ
り
〜
な

※
代
理
者
の
受
講
は
認
め
ま
せ
ん
。

※
時
間
厳
守
（
遅
刻
・
早
退
は
認
め
ま

せ
ん
。）

【
受
講
料
】４
５
０
０
円（
教
材
費
含
む
）

【
受
付
期
間
】

　

７
月
５
日
（
火
）
〜
31
日
（
日
）

※
定
員
（
60
名
）
に
な
り
次
第
受
付
を

終
了
し
ま
す
。

【
申
込
み
方
法
】

　

申
込
書
（
西
之
表
消
防
署
備
付
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
裏
に
「
防

火
管
理
者
新
規
講
習
受
講
申
込
書
」
と

朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

西
之
表
消
防
署

　

〒
８
９
１-

３
１
１
６

　

西
之
表
市
鴨
女
町
２
４
８
番
地

　

℡
２
２-

０
１
１
９

　

℡
２
３-

０
１
１
９

http://kum
age-119.jp/

【
受
験
資
格
】

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
学

校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
26
号
）

第
１
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
、
ま
た
は
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
の
人
で
、
次
の

各
号
に
該
当
す
る
人
。

１
．
採
用
時
ま
で
に
普
通
自
動
車
運
転

免
許
以
上
の
免
許
を
取
得
で
き
る
こ
と

２
．
西
之
表
市
に
居
住
で
き
る
こ
と

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

１
．
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

２
．
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人

３
．
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行

を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

４
．
公
務
員
と
し
て
、
懲
戒
免
職
の
処

分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年

を
経
過
し
な
い
者

熊
毛
地
区
消
防
組
合
職
員
を

募
集
し
ま
す

５
．
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お

い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成

立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と

を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結

成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

【
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員
】

　

消
防
職
（
若
干
名
）

【
職
務
内
容
】

　

消
防
に
関
す
る
業
務

※
採
用
後
の
職
務
に
つ
い
て
は
、
救
急

業
務
、
消
防
業
務
の
全
般
に
従
事
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
試
験
日
程
】

・
第
１
次
試
験　

９
月
18
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験　

11
月
下
旬

【
会
場
】

　

熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

【
提
出
書
類
】

・
受
験
申
込
書

・
履
歴
書（
様
式
自
筆
記
載
、写
真
添
付
）

・
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒

業
見
込
証
明
書

・
写
真
１
枚
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

【
受
験
手
続
】

　

受
験
申
込
書
（
熊
毛
地
区
消
防
組
合

総
務
課
備
付
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
関
係

書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　

７
月
４
日
（
月
）
〜
８
月
５
日
（
金
）

※
受
験
票
は
、
試
験
当
日
必
ず
持
参
し

て
下
さ
い
。

※
申
込
の
際
に
提
出
さ
れ
た
書
類
に
つ

い
て
は
一
切
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
毛
地
区
消
防
組
合
総
務
課

　

〒
８
９
１-

３
１
１
６

　

西
之
表
市
鴨
女
町
２
４
８
番
地

　

℡
２
２-

０
１
１
９

　

℡
２
３-

０
１
１
９

毛
地
区
消
防
組
合
か
ら
の

お
知
ら
せ



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い
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29

優勝 榕城分団
２位 現和分団
３位 中割分団

【小型ポンプの部】

優勝 榕城分団
２位 下西分団
３位 国上分団

【ポンプ車の部】
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ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

５５５５
29

【団体戦成績】
優　勝 準優勝 ３　位

団体 榕城最強
ワールド 榕城 JUMP 榕城ゴット

ファイアーズ
先鋒 砂坂　泰進 柳田　千寿 中園　大志

次鋒 和田　弓弦 松田　宇宙 鮫島　慎吾

中堅 名越　楓人 栁　賢士朗 長野　太海

副将 小倉　隆貴 坂元　翔聖 中島冴太郎

大将 羽生　功生 小原　寿李 小川　龍哉

【 個人戦（男子）】
学年 優　勝 準優勝 ３　位

１ 柳　大稀
（榕城）

山下　治馬
（榕城）

長瀬　銀次
（下西）

２ 宮田　賢航
（榕城）

砂坂　泰進
（榕城）

徳永　絆里
（榕城）

３ 曽木　瑞樹
（国上）

和田　弓弦
（榕城）

坂元　優心
（現和）

４ 名越　楓人
（榕城）

伊豆元悠矢
（住吉）

栁　賢士朗
（榕城）

５ 石山　昴
（下西）

上妻　大心
（下西）

石村日向大
（下西）

６ 伊豆元優寿
（住吉）

榎本　太陽
（現和）

羽生　功生
（榕城）

【個人戦（女子）成績】
学年 優　勝 準優勝 ３　位

1 西川紗千穂
（現和）

榎本　結菜
（現和）

川内　香桜
（下西）

2 吉元　芯
（下西）

福山　雅
（下西）

柳田　千寿
（榕城）

3 福山　唯夏
（下西）

平山　華純
（住吉）

濱上　和佳
（住吉）

4 園田さくら
（現和）

内田　瑛那
（住吉）

園田　萌陽
（現和）

5 中島　雫
（下西）

川畠はなび
（現和）

長田　紗良
（現和）

6 小原　寿李
（榕城）

吉元　杏
（下西）

前沢　巴菜
（現和）

※敬称略、３位まで、（　）内は小学校名

５５５５
４
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５５５
31

　平成 28年度
　　西之表市食生活改善推進員名簿
校区 氏名 校区 氏名

榕城
上方

榎本　ユリ子

国上

江口　スワ子
遠藤　いよ子 河本　アツミ
神田　あつ子 青野　恵子
上籠　明美 落合　ミチヨ
𠮷田　郁代 髙石　尚美
小倉　文子 河本　てる子
新藤　久美子

下西
榎本　浪子

榕城
下方

榎本　和枝 羽生　睦子
德永　ヨシヱ 大石　由美子
楢原　幽美子 安城 新迫　ハマ子
鮫島　利　枝 現和 﨑田　みよこ
榎本　澄江 住吉 羽嶋　栄子
木原　すずえ 安納 西田　恵子
加世田　佳子 中園　由美子
村井　ムツヨ 伊関 沖田　実子
久保田　銀子 古田 澤柳　ひとみ



サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
発
売

　

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
は
、
１
等
・

前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円
！

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０
０
０
万

円
と
同
時
発
売
！

【
発
売
期
間
】

　

７
月
６
日
（
水
）
〜
29
日
（
金
）

【
抽
選
日
】
８
月
９
日
（
火
）

【
発
売
場
所
】
全
国
の
宝
く
じ
売
り
場

◎
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

１
等
／
５
億
円
×
23
本

　

前
後
賞
各
／
１
億
円
×
46
本

　

２
等
／
１
０
０
０
万
円
×
92
本

　

３
等
／
３
万
円
×
４
６
０
０
０
本
他

※
発
売
総
額
６
９
０
億
円
（
23
ユ
ニ
ッ

ト
の
場
合
）

◎
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０
０
０
万
円

　

１
等
／
７
０
０
０
万
円
×
１
２
０
本
他

※
発
売
総
額
３
６
０
億
円
（
12
ユ
ニ
ッ

ト
の
場
合
）

　

西
之
表
保
健
所
で
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
の
患
者
さ
ん
及
び
そ
の
ご
家
族
を

対
象
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医

療
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
に
合
わ
せ
て
行
う
意
義

や
、
体
調
に
合
わ
せ
た
自
宅
で
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
に
つ
い
て
、

実
技
も
取
り
入
れ
な
が
ら
お
話
し
し
ま

す
。
難
し
い
お
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

講
話
を
聞
い
て
、
実
際
に
体
を
動
か
し

た
り
、
お
話
し
し
な
が
ら
、
他
の
患
者

さ
ん
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
講

話
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

西
之
表
保
健
所

　

℡
２
２-

０
０
１
８

　

FAX
２
２-

１
８
４
６

之
表
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療

相
談
会
に
つ
い
て

【開催日】

　８月１日（月）９：３０～１１：４５

【日程】

　　９：３０～１０：００　受付

　１０：００～１１：１５　講話（リハビリ）

　１１：１５～１１：３０　講話（歯科）

　１１：３０～１１：４５　アンケート記入

　　　　　　　　　　　　　閉会

【開催場所】

　市保健センターすこやか

【対象】

　パーキンソン病の患者さん及びそのご家族

【申込方法】

　電話またはＦＡＸ

【申込締切】

　７月 25 日（月）

～リハビリテーション医療相談会～

　

夏
休
み
期
間
「
大
阪
―
種
子
島
」
線
の

臨
時
便
（
直
行
便
）
が
、
左
記
の
と
お
り

就
航
し
ま
す
。
乗
り
継
ぎ
無
し
の
90
分
で
、

帰
省
や
旅
行
が
便
利
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
運
航
日
】

　

8
月
１
日
（
月
）
〜
31
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
行
政
経
営
課
企
画
政
策
係

　

℡
２
２-

１
１
１
１
内
線
２
１
３

　

種
子
島
空
港
利
用
促
進
協
議
会

　
（
中
種
子
町
役
場
企
画
課
内
）

　

℡
２
７-

１
１
１
１
内
線
２
８
６

 【運航ダイヤ】
区　　間 出　発 到　着

大阪（伊丹）
→種子島 12：05 13：35

種子島
→大阪（伊丹） 14：00 15：20

「
大
阪
｜
種
子
島
」
線
の

臨
時
便
が
就
航
し
ま
す
！



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

■問い合わせ先
　西之表市地域包括支援センター（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

■問 合い合わせ先先
　西之表市地域包括支援センター（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

　

４
月
よ
り
、『
よ
ろ
〜
て
元
気
ア
ッ
プ
教
室
』
が
各
地
域
で
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
『
よ
ろ
〜
て
元
気
ア
ッ
プ
教
室
』
と
は
、
歩
い
て
通
え
る
場
所

で
地
域
の
誰
も
が
参
加
で
き
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ

て
運
営
し
て
い
く
教
室
で
、
週
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
末
現
在
、
８
地
域
（
塰
泊
・
中
野

・
桜
園
・
美
浜
・
本
立
・
納
曽
・
松
畠

・
野
木
平
）
で
教
室
が
始
ま
り
、
今
後

も
９
地
域
で
開
講
式
を
行
う
予
定
で
す
。

◎
参
加
者
の
感
想
（
モ
デ
ル
地
区
：
中
野
）

・「
転
ば
な
く
な
っ
た
。」

・「
楽
し
か
っ
た
〜
！
」

･

「
動
き
や
す
く
な
っ
た
こ
と
で
、料
理
の
や
る
気
が
出
て
き
た
。」

・「
腰
が
痛
か
っ
た
が
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。」

な
ど
、
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
嬉
し
い
声
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

随
時
、
教
室
に
つ
い
て
の
説
明
会
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

地
域
づ
く
り
に
よ
る
介
護
予
防

『
よ
ろ
〜
て
元
気
ア
ッ
プ
教
室
』
が
始
ま
り
ま
し
た
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
（
後
払
い
）

を
お
勧
め
し
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
を
計
算
す
る
と
き
、
免
除
等
の
期
間

は
、
全
額
納
付
し
た
場
合
と
比
べ
て
年
金

額
が
低
額
と
な
り
ま
す
。
免
除
等
の
承
認

を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
後
か
ら
納

付
（
追
納
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

免
除
・
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
た
期
間
の
あ
る
方

追
納
を
行
う
場
合
は

申
込
が
必
要
で
す

　

申
し
込
み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
承
認

を
受
け
た
上
で
、
お
渡
し
し
た
納
付
書
で

お
支
払
い
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
は
、
年
金
事
務
所
か
市
国
民
年
金
係

へ
お
願
い
し
ま
す
。

【
追
納
に
関
す
る
注
意
事
項
】

①
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料

を
納
付
し
て
い
な
い
場
合
は
、
追
納
で
き

ま
せ
ん
。

今年度中の
納付

全額免除
猶予・学特

4分の 3
免除 半額免除 4分の 1

免除
平成 18 年度 15,000 円 11,240 円 7,500 円 3,740 円

平成 19 年度 15,030 円 11,270 円 7,520 円 3,750 円

平成 20 年度 15,140 円 11,360 円 7,570 円 3,780 円

平成 21 年度 15,230 円 11,420 円 7,620 円 3,800 円

平成 22 年度 15,490 円 11,610 円 7,750 円 3,870 円

平成 23 年度 15,280 円 11,450 円 7,640 円 3,810 円

平成 24 年度 15,130 円 11,340 円 7,560 円 3,780 円

平成 25 年度 15,100 円 11,330 円 7,550 円 3,780 円

平成 26 年度 15,250 円 11,440 円 7,620 円 3,810 円

平成 27 年度 15,590 円 11,690 円 7,790 円 3,900 円

②
追
納
が
で
き
る
の
は
、
10
年
以
内
の
免

除
期
間
に
限
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
平
成

18
年
７
月
分
は
平
成
28
年
７
月
末
ま
で

と
な
り
ま
す
。

③
原
則
古
い
期
間
か
ら
の
納
付
と
な
り

ま
す
。

④
３
年
度
目
以
降
の
保
険
料
を
追
納
す

る
場
合
は
、
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す

の
で
、
早
め
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。



「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
事
業
」
を

ご
存
知
で
す
か
？

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
・
２
５
８

部活動見学

続きは図書館に読みにきて下さいね！



〜
七
夕
〜
夏
の
星
座
を
探
そ
う
！

　

７
月
７
日
は
、
七
夕
で
す
ね
。
東
の

夜
空
を
見
上
げ
る
と
特
に
明
る
い
２
つ

の
星
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
が
織
姫
星
と
彦
星
で
す
。
２
つ
の

星
の
間
に
は
天
の
川
が
流
れ
て
い
て
、

織
姫
星
と
彦
星
の
左
側
に
、
も
う
一
つ

目
立
っ
て
明
る
い
星
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、デ
ネ
ブ
と
呼
ば
れ
る「
は
く
ち
ょ

う
座
」
の
星
で
、
は
く
ち
ょ
う
座
は
天

の
川
を
翼
で
橋
渡
し
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。
ま
た
、
３
つ
の
星
を
つ
な

ぐ
と
、
形
が
三
角
形
に
な
る
こ
と
か
ら

「
夏
の
大
三
角
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
夏
の
夜
空
に
は
素
敵

な
星
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
み
な
さ

ん
も
ぜ
ひ
、
夏
の
夜
空
を
見
上
げ
て
み

て
下
さ
い
。

「
宇
宙
の
日
」
記
念

作
文
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
大
募
集

　

９
月
12
日
は
「
宇
宙
の
日
」
と
い
う

こ
と
を
み
な
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す

か
？

　
「
宇
宙
の
日
」を
記
念
し
て
、全
国
小
・

中
学
生
作
文
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
を
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
宇
宙
と
わ
た
し
」。
み
な
さ
ん
の

望
む
宇
宙
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
作

文
や
絵
画
に
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
詳

し
く
は
「
宇
宙
の
日
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jsforum

.jp/event/
spaceday/

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

■
休
館
日

　

８
月
は
原
則
無
休

※
通
常
は
毎
週
月
曜
日
を
休
館
日
と
し

て
い
ま
す
が
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ

な
ど
で
休
館
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

宇
宙
科
学
技
術
館
の
開
館
時
間

変
更
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

て
い
る
「
母
子
保
健
事
業
」
に

つ
い
て 支

援

の
輪 を

広
げ

よ
う！

援

の を
広
げ

よ



（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

新
原　

浩
二

松
畠

新
原　

な
ゐ

坂
元　

敏
信

牧
之
峯

坂
元　

榮

鮫
島　

ヒ
ロ
ミ

現
和
下
之
町

鮫
島　

正
憲

小
倉　

さ
お
り

立
山

小
倉　

憲

𠩤
口　

一
美

中
西

𠩤
口　

一
男

山
内　

エ
ミ

塰
泊

山
内　

清

江
口　

美
津
子

古
田
上
之
町

江
口　

良
則

荒
木　

昌
子

中
野

荒
木　

正
弘

和
田　

豊

東
町

和
田　

一
郎

東　

え
り
子

上
能
野

能
野　

助
次

春
村　

誠

池
野

春
村　

サ
チ
子

德
永　

靖
幸

中
西

徳
永　

シ
ナ

木
原　

チ
ズ
子

武
部

木
原　

節
郎

古
元　

美
代
子

美
浜
町

古
元　

俊
彦

（
出
生
児
）
（
性
別
）

（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

松
田　

周
あ
ま
ね　

男

伸
一

美
奈
子

池
野

今
西　

逞た
く
と翔

男

高
広

李
奈

西
町

岡
元　

海み
は
る春

女

慶
樹

小
百
合

大
平

持
田　

華は

る

あ
琉
愛

男

俊
博

明
美

美
浜
町

三
山　

快か
い
と翔

男

祐
司

成
美

薩
摩
川
内
市

豊
田　

悠は
る
と人

男

剛

尚
子

野
木
平

武　

空そ
ら
と澄

男

龍
二

麻
衣

池
野

荒
河　

稀り
り
あ叶

女

大
寅

希
歩

横
浜
市

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3759 4215 7974 3958
上西 240 278 518 279
下西 1073 1227 2300 1186
国上 562 610 1172 611
伊関 193 212 405 209
安納 203 220 423 227
現和 645 660 1305 681
安城 147 166 313 175
立山 57 54 111 56
中割 50 51 101 59
古田 188 226 414 200
住吉 424 505 929 508

［火　災］
 出火件数　 0 件
 うち建物　 0 件
［救　急］
 出動件数　61件
 うち急病　46件

発生件数　 ９件
死 者　 ０人
負 傷 者　 11人

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［人口］
全体 15,965 人（―   　3）
男性   7,541 人（－   　3）
女性   8,424 人（±   　0）

［世帯数］
世帯（＋   　9）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

中
村　

辰
雄

88

大
崎

西
門　

文

89

岳
之
田

牧
瀬　

タ
エ
子

74

川
迎

榎
本　

常
正

70

野
首

松
田　

昭
男

83

大
野

楢
原　

行
信

80

納
曽

中
村　

信
之

73

国
上
中
目

渡
邊　

愛
心

２

野
首

礒
邉　

賢
一

66

洲
之
崎

宮
田　

保
成

87

上
之
原
町

鮫
島　

勉

87

西
町

鮫
嶋　

祥
男

86

安
城
下
之
町

荒
河　

一
男

77

湊

靍
見　

マ
ツ
エ

94

野
木
平

榎
元　

一
美

65

池
野

濵
川　

俊
春

79

池
之
久
保

村
山　

芳
子

74

桜
園

橋
口　

ア
ヤ
子

81

上
之
原
町

柏
﨑　

久
子

86

榕
城
中
目



店
先
に
並
べ
し
キ
ャ
ベ
ツ
つ
つ
か
れ
し
と
鵯ひ
よ

の
被
害
に
主
は
な
げ
く

や
せ
子
ヤ
ギ
飛
び
跳は

ね
回
り
面
白
く
は
し
ゃ
ぎ
過
ぎ
て
は
す
っ
て
ん
こ
ろ
り
ん

水
た
わ
わ
難
儀
な
田
植
え
終
え
ま
し
た
澄
ん
だ
水
面
を
蛙

か
わ
ず

が
濁
す

島
を
去
る
君
の
両
手
が
弧
を
描
く
風
に
流
れ
る
テ
ー
プ
と
共
に

猫
の
タ
マ
居
留
守
の
主
見
つ
け
て
は
ガ
ラ
ス
戸
越
し
に
吐
く
息
白
し

足
の
怪
我
手
術
を
終
え
て
リ
ハ
ビ
リ
の
白
寿
は
今
日
も
健
気
に
こ
な
す

一
人
居
に
猫
の
二
匹
が
家
族
に
て
夜
は
手
枕
に
寝
る
顔
い
と
し

木
戸
を
行
く
児こ

ら
の
響
き
に
気
を
貰
ひ
深
呼
吸
し
て
朝
を
始
む
る

合
掌
と
書
き
出
す
父
の
癖
あ
る
字
さ
り
げ
な
き
文ふ

み

し
ず
か
に
ひ
ら
く

鯉
の
ぼ
り
が
目
印
と
な
り
伝
書
鳩
戻
り
来
る
数
群
を
な
し
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
人
と
交
わ
る
し
あ
わ
せ
に
何
も
望
ま
ぬ
我
の
生
き
方

赤
尾
木
の
城
下
の
町
に
湯
の
け
む
り
時
代
を
感
じ
ゆ
っ
た
り
つ
か
る

野
の
花
は
や
は
り
野
に
お
け
土
手
に
咲
く
か
た
ば
み
の
ピ
ン
ク
い
と
も
や
さ
し
き

穂ほ
ば
ら孕

み
の
西
俣
郷
を
曲
が
り
ゆ
き
太う

み
平
洋
に
注
ぐ
や
湊
川
か
な

フ
リ
ー
ジ
ア
の
球
根
掘
れ
ぬ
と
嘆
く
友
の
ふ
る
さ
と
今
日
も
大
雨
マ
ー
ク

畑
仕
事
汗
ば
む
肌
に
初
夏
の
風

池
田
・
池
浪
三
重
子

庄
司
浦
・
岩
坪　

勇
二

国
上
中
目
・
榎
本　
　

孝

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

国
上
中
目
・
黒
木　

禮
子

住
吉
中
之
町
・
上
妻　

敏
彦

上
之
原
町
・
鮫
島　

ト
シ

榕
城
中
目
・
下
村
タ
ミ
子

中
西
・
髙
重　

孝
子

わ
ら
び
苑
・
徳
永　

實
江

住
吉
中
之
町
・
中
畠　
　

茜

西
町
・
濱
田　

千
代

野
木
平
・
日
笠
山
エ
チ
子

群
馬
県
高
崎
市
・
丸
山　

正
徳

北
九
州
市
・
宮
島　

洋
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
か
つ
こ

区　分 島内産 島外産
入荷量 25 トン 25 トン
50 トン （50％） （50％）
取引額 661 万円 514 万円
1,175 万円 （56％） （44％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 2,376 963 4,957 688
葉 茎 菜 類 1,473 240 8,745 1,059
果 菜 類 4,129 1,052 4,722 1,322
そ の 他 16,571 2,894 3,708 687
小 計 24,549 5,149 22,132 3,756

果
物
類

かんきつ類 0 0 130 63
果 瓜 類 12 4 610 183
そ の 他 195 80 1,781 711
小 計 207 84 2,521 957

鳥卵・加工品等 349 214 643 200

花　類
32,312

1,162
4,604

228
本 本

青
果
状
況
【
５
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
７
月
の
休
み
》
3
日
・
6
日
・
10
日
・
13
日
・
17
日
・
18
日
・

　
　
　
　
　
　

24
日
・
27
日
・
31
日

編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
、
わ
ん
ぱ
く
相
撲
。
顔
を
見
合
わ
せ

た
時
の
、
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
。「
負

け
な
い
ぞ
！
」
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

実
家
か
ら
ね
ぎ
の
球
根
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、ハ
マ
っ
て
い
る
家
庭
菜
園
。プ
ラ
ン
タ
ー
に
、ピ
ー

マ
ン
と
キ
ュ
ウ
リ
を
植
え
て
、
毎
朝
の
水
や
り
が
日
課

に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｗ
に
植
え
た
ピ
ー
マ
ン
は
収
穫

目
前
！
少
し
遅
れ
て
植
え
た
キ
ュ
ウ
リ
も
、大
き
く
な
っ

て
き
た
の
で
す
が
・
・
・
葉
の
形
が
ピ
ー
マ
ン
と
そ
っ

く
り
！
嫌
な
予
感
が
し
て
、
母
に
写
真
を
送
っ
て
み
る

と
・・・
や
は
り
ピ
ー
マ
ン
で
し
た
（
笑
）
大
好
物
の
キ
ュ

ウ
リ
じ
ゃ
な
い
と
分
か
り
、
ち
ょ
っ
と
残
念
な
気
持
ち

と
同
時
に
、
大
量
の
ピ
ー
マ
ン
を
ど
う
料
理
し
よ
う
か
、

頭
を
悩
ま
せ
る
毎
日
で
す
（
笑
）。　
（
莉
）

　

市
政
の
窓
6
月
号
19
ペ
ー
ジ「
文
芸
に
し
の
お
も
て
」の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
、お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
種
子
島
の
歴
史
風
雪
秘
め
て
立
つ
裸
身
の
巨
木
の
み
息
仰
ぐ　
　
　
　
　
　

西
町
・
名
越
和
子

（
正
）
種
子
島
の
歴
史
風
雪
秘
め
て
立
つ
裸
身
の
巨
木
息
の
み
仰
ぐ　
　
　
　
　
　

西
町
・
名
越
和
子

（
誤
）
爽
や
か
な
季
節
の
風
を
称
え
ん
と
三み

そ
ひ
と
も
じ

十
一
文
字
に
あ
れ
こ
れ
悩
む　
　
　
　

白
石
・
森
ア
イ
子

（
正
）
爽
や
か
な
季
節
の
風
を
称
え
ん
と
三み

そ
ひ
と
も
じ

十
一
文
字
に
あ
れ
こ
れ
悩
む　
　

国
上
中
目
・
榎
本　

孝

（
誤
）
這
え
ば
立
て
曾
孫
の
餅
ふ
み
感
謝
し
て
泣
い
て
笑
っ
て
拍
手
喝
采　
　
　
　

東
町
・
和
田
正
子

（
正
）
這
え
ば
立
て
曾
孫
の
餅
ふ
み
感
謝
し
て
泣
い
て
笑
っ
て
拍
手
喝
采　
　
　

東
町
・
池
亀
カ
ヅ
エ




